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Abstract: 

In this study we interviewed the local knowledgeable people in terms of the traditional dyeing plants and methods for the costumes used in 

"hachigatsu odori" (a local festival for harvest celebration held annually in August of the lunar calendar), which was designated as an 

Important Intangible Folk Cultural Properties of Japan, and conducted dyeing experiments based on the information obtained from the 

interviews. 

At present, the fabric of the costumes used in "hachigatsu odori" are dyed with man-made synthetic dyes, however, dyes from herbs and 

trees were used to dye costume fabrics in the past on Tarama Island. Various plants have been used to extract colors, e.g.,fukugi (Garcinia 

subelliptica), terihaboku (Calophyllum inophyllum), towel gourd (Luffa cylindrica), sharinhai (Rhaphiofepis indica ssp. umbellata), and 

yaeyama aoki (Morinda citrifolia). In particular,fitkugi trees were widely used to extract yellow color to dye the costumes in the parts of 

hakama (a traditional Japanese clothing resembling skirt-like trousers), haori (coat), furoshiki (wrapping cloth), and flags. 

The process of dyeing from fitkugi varies significantly depending on the material to be dyed, the time and method of soaking the material 

in boiled water, and methodology involved in the transfer of color to the textiles. Fukugi tree stem was hit with a hammer to help separate the 

bark the stem, and then barked as natural dyeing material. Then, the barks were soaked and boiled in water in a large pot. The period of 

heating was not fixed. 

There existed three essentiul wuys of fixing colors to the textiles or fibers; I) Soak and heat the material in water, and then dye the textiles 

in the liquid made from the boiled down bark. 2) Soak the textile in the liquid made from boiled down barks and wood-ash liquid separately. 

3) Soak the textile in the mixed liquid that made from boiled down barks and wood-ash liquid. 

We found that the best way to "fix" color or the fastest way to transfer the color is as follows. The bark should be soaked and heated in 

water for 2 hours. The boiled down bark liquid has a pH value of 4.85 and Baume of 3.0. After mixing wood-ash and water in I :2 volume 

ratio, we obtained the wood-ash liquid with a pH value at I 0.5 and Baume at 4.0. Finally, the above mentioned color fixing method 2) was 

used. Soak the textile in the liquid made from boiled down barks and wood-ash liquid separately. 

It can be concluded that in the past, the costumes used for "hachiga/su odorr must have been dyed in a manner similar to the above 

conditions. 
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I 序輪

1.研究の背景

沖縄では1¥'から、染色に植物をよく利mしていた。主な染

料植物にはリュウキュウアイ、ブクギ、シャリンパイ、クチ

ナシなどがある。染料植物は媒染によって傑々な色を出す事

ができる。また同じ植物でも育った環境や燦々な条件の違い

によってwる色が違う。沖縄の藍染めや芭fGイliなどには、髄

物染料が使われているが、その色合いは、地械によって微妙

に異なる。

多良間品では「八月踊り Jと称される睦年祭が毎年行われ

ている。伝i((によれば、この「八月踊り」は 300{I三の歴史を

もっという。そのため 1976年に困の「虫要無j移民俗文化財J

に指定され、 UNESCOへの登録も提案されているコ

「八月踊り Jの特徴として、衣装や小道具などの徹頭の多

さがあげられるc 現(f:、衣装以外の小道具績などは、すべて

手作りである。 fTは f八月踊り j の衣装は、多良間島で採れ

る植物で染色していた。しかし現在では、ほとんどの衣装(既製

品)を島外から帥入している。

『八月踊りJの衣装には、過去に植物染料を使って染め上げら

れたものが多いが、現在、それらの染色技術を受け継ぐ人はおら

ず、記憶している古老逮も数少ないe今のままでl士、その七地固

有の伝統的染色方法は、やがて消滅してb、く運命にあるだろう3

これらの妓法を後世に継承してL、くためには、その技術を少しで

も記憶してし、る古老速から聞き取りし、それを後Iltの人々が再現

できるように記録保存することが急務である。

2.先行研究のまとめ

多干n111 !'-'i'Þ符『多干u岡山i字選集~ (1980) にl土、 Nt測の染

色柄物について、ベニバナ、ヤエヤマアオキ、プクギなどの

ことがi記録されているG 上村六郎著『沖縄の染色文化の研究J

(1982)では、沖縄の色彩の材料として慌やプクギなどが報

告されている。 戦前期、児玉沖縄県技師(1915)は、県内の

染料植物をリストアップし、その利問方法について概説して

いる。藤村(1974)は『民僻資料第 1集』で、多良間島の f八

月踊り j の衣装のフクギ染めについて、その概暖を述べてい

る。『多良間村史~ (第四巻資料編3民併. 1993)には、染料

械物の大まかな利用 }j法や、 f八月踊り j の出 11 に I~Jする記述

が見られる。岩井 (2006) らは、音楽人tti学的アプローチか

ら『八月踊り Jを'-11侍している。

しかしながら、「八JJ踊りJの衣装に関する染色方法や、その材

料となる染料航物についての詳細な報告事例は、ほとんどみられ

ない。

3.研究の目的と方法

本研究の日的l士、多良間島の「八月踊りJで使用されてい

る衣装の伝統的な染色方法と、その材料となる植物の符iJliを

明らかにすることである。

多良間島の島民 50代-90代の男女 24人に聞き取り捌脊

(2010 {ド 8)J26-9 Jl 18日)を行った。調査項目は、染料

植物、衣装の飢鎖、染色方法の 3つである。

衣装の染色jji1:については、聞き取り情報と残されている

染め織物から伝統色を特定するため、以下の方拡-で実験を行

ったe

多良間島に'1:合サ・るフクギから皮を採取した3 採取した皮、

6kgを 100
C
Cのお尚に投入した。投入後 30分、 1時IIIJ、2時

間、 3時間ごとの!lUil.を採取した。

灰汁にはイタジィのj火を用いた。灰と水の体楠割合を 1:2 

の場合と 1: 3のj劫合に分け、撹仲して 5日開放irlした。

次に、各11年1m別のフクギの煎汁に布を浸し、絞って広げ空

気に触れさせた。この方法を 3回繰り返した。

次にフクギの煎71・に浸した布を、灰と水の体積割合が 1:2 

の阪汁及び 1:3の灰汁にそれぞれ浸し、絞って空気に触れさ

せた2 この方法を 31m繰り返した。

各時間別に採取したフクギの煎汁と灰と水の体制御l合が

1:2の灰汁及び 1:3の灰汁をそれぞれ混ぜ、合計 8flRJliの

混合i伎を作った。それぞれの混合液に布を浸し、絞って広げ

空気に触れさせたりこの方法を 3回繰り返した。

同時に pHメータと Duotest、車ポーメ計を用いて各時IIIJ

別に採取したブクギの!日{じ波と、灰と水の体積割合別の灰汁

のpHfl直とボーメ比if(を測定したc

E 調査地の概要

1. 島の概要

多良防i村はJJIIWlrliから 350km、宮古島と石垣島とのほぼ1"

問に位置している。多良間村は多良間島と水納助からなる。

多良間村f士人1:11.320人 (2010年 3月現在)、 fui楠 19.75k 
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llIの棉円形の品である。水納品は多良間島から約 8km離れた

北方にあり、而舗は 2.153kllIの竿の形をした島である。

主な産業は股業で、サトウキピを中心に野菜、葉たばこ等

の股作物が技指されている。特にサトウキピの単収は、県内

でトップレベルの地域である。畜産業も盛んところで、近年、

草地開発事業の実施やセリ市場の開設などで、肉用牛の生産

が噌えてきている。特産品として、黒糖、ヤギ肉、ばなばん

びん、などがある。

多良間品は『フクギの里Jとも呼ばれるほど、島内にフク

ギの木が多くみられ、村木にも指定されている。プクギは1!1.

くから防風・防潮・防火のため、屋敷や御嫌などに植えられ

てきた。琉球王朝時代に系譜をもっ「ポーグJ(村抱謹)は、

m務の西側lから東側にかけて、集落を囲むように植殺されて

いる 3 この『村抱讃Jの歴史景観は、今日、沖縄では唯一、

多良間島だけに残されている。この『村抱謹Jは、 1974年

12月に沖縄県の天然記念物に指定され、保全指置がとられて

いる。

村花は紅花で、古くから染料や薬草として、島民の暮らし

の中で{吏われてきた。かつて琉球王朝時代に王府に貢納品と

して上納したこともあって、島外ではタラマパナの名称で呼

ばれている。

多良間五J，には、 m落を囲むように御掛が存在し、それらの

御織にはぬ独自の楠生が発達している。その中でも、極川御

織、連城御機、将天間御搬などには、独特の御織林が形成さ

れていることから、県の天然記念物に指定されている。また、

海岸峻にはアダン、テリハクサトベラ、オオハマボウ、ハス

ノハギリなどの自然柿生が発達し、潮風害から農作物を守つ

ている。

多良間村の集落は、ぬの北側に集中して形成されているc

かつてほとんどの屋敷の周辺はフクギ林で固まれていたが、

1960 {I!代以降、コンクリート家屋の出現で、多くの屋敷林が

伐採され、現在、一部の屋敷に残されているのみである。し

かし、集落の後方(北側)には森林地帯が残され、また、集

t容の西側からJJ!側にかけて林帯の『ポーグJ(村抱謹)が集結

を取り聞み、その外周に御掛林が配置されていて、背の伝統

!;t視を今に伝えている。これらは琉球王朝時代の風水思想に

基づいて作られた歴史最観で、県内では多良間島だけに残さ

れている防車な文化過度である。この歴史景視は、 2010年に

琉球J!I.水村落として、「日本で最も美しい村j連合の lつにiji

定されている。

多良間島の年中行事で代表的なものは、『スツウプナカjと

『八月踊りJである。『八月踊りJでは、伝統的組踊りをはじ

め、さまざまな村芝居などが上演され、毎年、以内外から多

くの観光客が訪れる。その伝統や歴史的継承が評価されて、

1976 {p 5月に国の「重要無形文化財jに指定されている。現

在、ユネスコへの登録申請がなされ、島内外で関心が高まり

つつある。
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図11-1 多良間島の位置

2. r八月踊り」の歴史

。
" 

『多良間村史』第五巻資料編4芸能(1989)によれば、「八月

御願Jは300年前に実施された人頭税をきっかけに行われる

ようになったという。納税義務を果たした安心感、また、そ

れは神の加護によるものとして各御嫌に折願祭を行ったこと

が習俗となったらしい。『皆納祝Jや『民俗踊り』で始まった

ものが、今日まで継続され演じられてきているとL、う。

当初、『八月踊り j は、島で創作された「民俗踊り J(獅子

郷、体踊り、ヨウイシ一等)のみが前じられていたが、明治の

初期から中JUI頃になって、『古典踊りJや「組問Jが沖縄本島

から伝惜し、現在の前回の構成になったとし、う。

古老の伝承によれば、古くは「皆納祝Jといわれ、字の帳

簿にもそのように記されていた。旧暦の七月に皆納した後、

八月に f八月御願」の祭事を行った。『八月御願Jでは、皆納

の報告と五殺豊穣に感謝し、来年の豊作を祈願した。旧暦の

8月8日から 10日までの 3日|旬、字{中筋は土1J1{御願所で、字

鹿川はピィトウマタ御願所で、祭事と皆納祝が行われるよう

になった。
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当日年、 rJ，~納締り J は 、 島で創作された f民俗締り j の 7.;.tJ~

~~じられていたが、 明治中期頃になって、 f古典納り j や f車11

制Jカ'j111納本);:，から伝婚し、同時になiiじられたようになった

ち.iiIl !:t，総づ|き、獅子第、白髪の老人、よーいし一、体制

り、j長がの大主、キネツキ前'fIり 、三瓶、端踊り 、法衆削り 、

kV1rJり、二才刷り 、狂言、組踊などで防成され、これらはす

べて山氏が総 じている。

'..fj. f.l: U ・ l 若衆踊り (~f..: (ql筋)

!日 多良間島における染料捕物の民俗利用

1 .多良間ぬの染料植物

虫色料航物とはlifi物の菜、11:.、樹皮、幹、茎、 |設、*J{など

に合支れる色ぷを抽出して得られる他物由来の染'Hのふ とで

ある

『多良間村史J第四巻資料編 3民俗 (1993)によると 、多

良IIJIぬの染科lTll物として、監、プクギ、モクタチバナ、テリ

ノ、*夕 、クチナシ、ヒ メクマヤナギ、ヘチマ、ベニバナ、モ

クマオウ、ヤヱヤマアオキなどが報告されている。多t!1I1I.C]j

の「ふるさ と民俗学習館Jの資料には、14~rm:jcJ)染料 11荷物が

記.1従されている。その 14節制の|筒物を列J己すると 、以下のと

おりであるの

写真IlI'l フクギ

和名 :フクギ

科 :;;f-トギリソウ科

勺こ包 GarCInia subellipticel 

H吉弘 :フクキィ・ヨヰー

色素 :黄色 ・オレンジ系

染色方法 : 樹皮を石灰と:仕込んで染料を1l~る ，

写真m'2 ヤエヤマアオキ
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和1名 :ヤエヤマアオキ

科 :アカネ科

学名 :1I1orinda cif.1:ぷbルz

方言名 :ムノレタス

色素黄色 ・憶色

染色方法 :水質告11・恨を煮込んで染料を得る。

平日<<，:紅花

王ヰ :キク科

写真[s-3 ベニバナ

さ事弘 Carthamus tU1Ct01'iUS 

方言名 :タラマバナ

色素 :援色

染色方法花を絞って染料を得る。

写真m-4 クチナシ

拘名 :クチナシ

科 :ア力ネ手|

空宇~，、 Gardel1ia tlsmil10ides [ Grandil70ra 

方言名 :フスナス

色会I~ : 1A色

染色方法 :熟泉を泊して利用する。

1f日111-5 へチマ

不11名 :ヘチマ

f'ト :ウリ科

・1二4'，、 LII仇 cylil1dru::H

)j" .-i"4'， :ナピラー

色ぷ :料色

封と色)jy1;:柴の絞りi'l・てポli色に染める。

写.l:~ 1 1I ・ 6 オオハマ;J{ウ

狗l名:オオハマボウ

科 :アオイ科

学名 :HI以 'JCII$tilulι制 S

)iJ'・1'， :ユナギ一

色ぷ :J.1L色 ・灰色

決色}Jt};;:本質問iを*Jtv、て木炭化し、ごn<大豆を

ひいたrl・) と出ぜて使Jnずる。
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写真ill-7 ヒメグマヤナギ

fll名 :ヒメクマヤナギ

外:クロウメモドキ科

午名 :Berchemia Ji/1elltll 

}， ，34'，ピキドクッケン

色d依然色

~色方法 : 熱したよ長実をm して決める"

写真Ill-8 )Jジュγ ノレ

干n名 :ガジュマル

科 :クワ科

午句、二 Ficusmiclvcarpu 

).iJ"1S: jJ'Xマキー

色ぷ:1&色

渋色方法 :t1t伎を煮込んで染料金í!~ゐ

写点m・9 グットウ

拘l名 :グットウ

外:ショウガ科

学名 :k nf方-34'1 シャニン

色素 :渇色

染色方法 : 茎必i'lí~ 込んで!{~色ぷif~・ とする。

写真LU-lO シャリンパイ

手JI~ :シャリンパイ

利:ノくラ科

学名 :RhapbioJepis indicll 11m: l/JJ/beJ.ん1l:1

}j言~:ツケウス

色素 :赤褐色

染色方法 : 木質:tnを刻めに切り 、 li:込んで捻料金f!~

る3
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''J. j.'J; 11 1-11 トキワギョリュウ リμ111"13ハマサノレトリイバラ

1'11名 :トキワギョリュウ

件 :モクマオウ科

r与さf、:Cnsual'ina cquIsetJfolill 

1iJ"t， :モクモウギ一

色ぷ :茶色

染色方法 :水質部を/i:込んで染料を得る。

写・氏~ W "12 テリハボク

拘1名 :テリハボク

作オトギリソウ科

学名 :C，1JOPI.り仏1111inopJl_I・ilum

)j， ;"1'， :・ヤローギ

色必 :，#色

r会色点法:I針庇を.þl~ 、でそれを7仕込んで染料を得る

fll1'， :ハγ ・リソレトリイバラ

円 :ユリ外

小名 :$lI1ilnx ~CbCUl1tl 

)j， "f1'， :クールグツ一

色ぷ :，}J; IC，色

t{~色 )j11; : J臨ド主(I1Uから染料を得る。

びm ll・1・1モクタチバナ

行1仇:モクノJチハナ

{干:"¥'プコウジ件

?1'， : IlrdisillとよicboJdii

)j， j"名:ツケーウス

色ぷ :，h;rC，色

立与色)j11:: ノド合í~Lめに切りそれを煮込んだ11"で染め

る什
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2.八月踊りの衣装とその染色方法

1)聞き取り調査事例

(1) 50代の男性{字塩川、スタッフ座長):昔、フクギの皮

を利用して衣装を染色していた。多良間島で昔染めていた衣

装は、袴、羽織、ウツフリ・(写真田・16・17・18)などであっ

たと聞いている。しかし、現在使JfIしている羽織は 5年前に

石垣島の有名な工房で染めたもので、黄色はフクギ染めであ

る。袴、ウツフリ・、羽織などは、 35{手il11までは、フクギで

染めたものを使用していたが、そのあとは、色が落ちてきて

いるので、染め粉を使用して染めていたと思う。 30年前に多

良間島に戻ってきた時には、 f八月踊り jの衣装は、島内産の

他物では、既に染められていなかった。そのjllllllとしてフク

ギの皮が手に入りにくいからだと思う。 20{Iミくらいliilからフ

クギ染めはなくなり、徐々に既製品を腕入するようになった。

現在は他地域に染色を制むようになっている 3 ウツフリ・は、

20年前に沖縄本島で染めたものを附人し使)IJしている。小道

具などは、すべて手作りである。 tI1などの黄色い衣装以外の

着物などは、字内の人から借りていた。 20{ド前から字で購入

するようになった。衣装の染色方法についてはわからない。

(2) 50代の男性(塩川):フクギ、ヤエヤマアオキ、ヘチマ、

テリハポクなどを、染料として利用していたと聞L、たことが

ある。緑色はへチマで染めた可能性が高いと思う。衣装や道

具の赤色は、テリハポクの皮から染めたとIltl~ 、たことがある3

フクギ染めの染色方法については、見たことはなかったが、

大きい鍋で炊いていた、と先濃から聞いた。

(3) 50代の男性{仲筋): r八月踊り』の袴の黄色は、フク

ギの皮からとっていたもので、フクギで染めた黄色は、jJ"(み

があり渋みがあると聞いた。今の黄色は鮮やか過ぎて、背の

染色された物が締腿だったと聞いている。染色方法について

はよくわからない。フクギのl支をハンマーでたたいて採取し、

それを鍋で炊いていた記憶がある。 111い木ほど良いと詩われ

ていた。昔、色止め(媒染)を何で行っていたかは分からな

い。色止めには、もしかしたら灰を利川していたかもしれな

L、。

(4) 60代の男性(仲筋、スタッフ座長):大先推進から、火

装はフクギ染めしかなかったと Ull~ 、ていたc フクギの'11でも

染まらない木があったと附I~ 、たニとがあるロ才r~ 、木はiW くし

か染まらないので、古い本で年数のたった本が染料には適し

ていた。昔、へチマで染めていたのを1>>1~、たことがないc へ

チマで染めるようになったのは、 10年前くらいのことだと忠

弘「八月踊りJの衣装の水色は、他所で染めていたものを使

用していた。昔から青い着物と黄色の袴の衣装の組み合わせ

は決まっていたが、踊りの衣装は踊る人が個人で借りてきた

ので、踊り手が変われば衣装も変わる。しかし、高価な着物

を人から借りることは大変ということになり、 20年前に字で

着物を購入し、現在それを使っている。{中筋の衣装の中で、

昔、多良間島で染めたものは、袴、風呂敷、羽織、旗などで

あったと聞いている。フクギで染めたものの中で今でも使用

している衣装は、 60年以上前に染められた袴 1者である(写

真皿・15)0残りの袴は 15-16{手前に作ったと思う。羽織の 2

着は 60年くらい前に作られたのを今も使用していて、残りの

2者は 5-6年前に布を買ってきて作らしたものである。羽織

の絵は新しいものである。風呂放は 70{1!-100年内11に染めら

れたものを現在も使用している。 IH士山っ;，~色だったと奪え

られるが、現在は色落ちしている。肱は 60年以上前に染めら

れたものだと思うが、色がi簿くなっているということで、 2

年前に生地の tから色をぬってしまったa 'ft-の衣装が縞蝿だ

った。昔のフクギ染めには、各家!起で豆腐作りや風呂を沸か

す際に出る薪の灰を利用していた。

(5) 60代の男性(仲筋):王様(按司役)の袴をフクギで染

めていたと聞いたことがある。染色方法ついては 50-60年

前の小学生の頃、実際に見ていた。フクギの皮を木の幹の 3

分の 1くらい取ってきて、それを大きな鍋に入れ、薪を燃や

して煎じていた。冷ました煎汁に布をつけて染めていた。

(6) 60代の女性(塩川):袴をフクギで染めていたと聞b、た

ことがある。フクギの皮を大きい鍋(シンメーナーピ)に入

れ、新で24時間炊いていた。 30年前に見たことはあったが、

やっていないから詳しくはわからない。

(7) 70代の女性{塩川):昔、オパアさんからフクギやテり

ノ、ボクで染めていた訴を聞かされた。話i先にあたる人がスタ

ップ座の時 (100年くらい前)、初めて「八月間り jの衣装の

袴を染めたと聞かされている。そのm.先の鼠号はツールヤー

という c 黄色い家という怠味である。衣哉の染色方法につい

ては分からない。

(8) 80代の男性(仲筋):王傑(按司役)の袴をフクギで染

めたと聞いている 3 フクギの皮を炊いたif'を洗iwnのタライ

に入れて、布を色がつくまでi乏しておき、その後、太陽に干

していたと思う。スタッフJ1~ じゃなL 、から、詳しくは覚えて



1io!.E1<大f手段午持6苧lf'r報告 ;ii 62号

し、ない。

(9) 80代の男性(仲筋、 元スタッフ座):王線(1安司役)の

ド?をフクギで染めたと聞いている。シャリンパイ (}j，，{-:ツ

ケウス)の般っこの皮を赤色が山るまで市{じ、それで決めて

いた。フクギの1支はmtじると黄色がでる。フタギのJ支を府lい

でドラム缶に7/<と一緒に入れ、色が山るまでmlじていた。

(10) 80代の女性(仲筋):主傑(按司役)の符をフグギで

染めたと開いている。 20年くらい前、炎が!:f二i長だった11キに、

男性の研究者が来島して、多良間のフクギの皮を大鍋で炊き、

その汁を別の容器に移し、それに布をつけた。その時は府で

絞った布を使っていたe 手伝いだけだったので、染色HキInJや

投す11与問などについては、よくわからなし、

(11) 80代の女性(塩川):王線(松市l役)の符や風呂放な

どをプクギで染めていたと閉し、た。フクギ盟主めは椛んで、オ

パー(ム-性の年寄)が染めていた記憶がある。1'1己流で染め

たことがある。フクギの幹をハンマーてeたたいて、 J支がめく

れてきたら、斧などを使って皮を採る。それを 2---3LI干し、

大鍋に入れて 2時間くらい煮込む。色を/iJすために、If(v'iと
少しだけ灰ilを入れた。そうするとすぐに色がハッと山1::'0

フクギの皮から山た黄色の色点-に糸を泣し、それをJ(j{り 1_1Iし

て水洗し、する。その糸を告気に触れさせて色を凡る。自分が

出したい色になるまで同じこ とを締り返す。 !?、 1'1分述でよL

腐を作ったり 、おj武呂ゃ料.?Jlに薪を燃やしていたので、 i話か

ら出る灰をフクギ染めに手IJff)していたと思う ぶを切ってき

て燃やして灰を作ることもあったが、 iまが全部やっていたの

で、どの木の灰なのかはわからなb、。私が 16白書......17殺の11年

に、お母さんが染めていた記協があるだけ。

(12) 80代の女性(塩川1):妹が宮古上布をしているので、

自己枕ではあるが、自分でもいろいろな航物で染めたことが

ある。5、6年前に仲筋の符と1101呂微をプクギで始めた。肥料

袋 3つ分くらいのアクギの皮を大鍋で約 111'11炊く。U1i，-t 

f支の色が部くなってきたら、皮を炊くのをやめる。ムラがで

きないためにも、煎じた汁を滅して別の符加に移-;Jユ ガジュ

マルの灰を水につけてすましておき、泊した氏f卜をお'10)終日誌

に移ナ。 初めに糸や布をÜ~ したIml-につけて、絞って空気に

触れむせ、それを灰汁iこつけて絞り空気に触れをせる。フク

ギには来が大きいものと小さいものがあろが、大きいものは

色が締いので、葉が小さいものを使用すると良い。プクギの

皮は乾燥したものより、生の皮の方が色が濃く I II ~ .

9 

写真1lI-15 袴(字(111筋)

写真111-16 符(字邸川)

写真[fi-17 羽織(q:Ji.~)l I)
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写真111-18 ウツフ γ (字邸川)

3_ 聞き取り調査のまとめ

r)¥.刀踊 りj の衣装を染色する際に{史mしていたれI(物!士、

j誌もフクギが多く 、次いでテリハボ夕、ヘチマ、シャリンパ

イ、ヤエヤマアオキなどであった。植物で盟主色した火装l士、

t号、羽織、 J~正品数、1J1tなどであった。 フクギを，f:fI Jll した染色

方訟は、①材料の採取、②材料の煮込み"寺HIlと方法、@イhに

色を定羽させる方法、の 3つに分けられる。

それらの工程は、次のよう に行われていた。アクギのくifを

ハンマーなどでnnき、&.を承'1ぎ、染色材料を探l依する。大き

な鍋に採取したフクギの皮の材料を人れ、1Jrて怖:込む。刀:.iる

なH与問や}Ji.の量、有iや糸を浸す回数などl士、決まっていなか

った。さらに布や糸に色を定着させるには、以下の 3つの)i

?とが行われていた。①煮込んで得られた!i1U卜のみにち止し染色

する )jt}-;。 ②J1li汁と灰汁に別々に7~ し染色する )ir1:コQ)!!!Ci I

と灰nを加えた混合液に浸し染色する方i1-;oi.1ユI-t、作家1必で

紛がo!!{-.iffiに使用されていたこと もあって、瑠の!ズが人T'し主11

く、それを染料の媒染として使っていたようである

(II I筋M~務では、 フクギの皮は、宮古ili凡台ゃれ'1idlll:tkなどが

あるぬの北側の周辺から剥達していたとしづ 。 ヰ~f1"、ツクギの

イミ:のJ幻立、色が部くしか出ないため、古くて大きな本を巡ぶ

ように したらしい。{中筋集落での話では、'，;1じアクギの本0)

皮を全て弱lぎ取らず、木を養生しながら、その一部分合法"ぎ

l伐り、再生したあとに、また月'1の<<051所を求'1ぎ取るやり )Jも行

われていたようである。

先述のように、フクギを利用しての染色方法は、材料の採

取、材料の煮込み時間と方法、 布に色をí.i::ilV~ させる);11;、の

3つに大きく分けられるが、以下、それらの工ねを万点を{定

ってsi免明する。

4_聞き取り調査に基づく染色工程

写真m-19~20 は 、 材料を採取する工科である。 フクギの

l支の併をハンマーなどでnnき、I皮をlMぐ。

写真111-19

2子・~ 山 -20

写:iilU-21---22は、材料から染料を.JlIIII¥寸-る工f'i¥である。

大鍋に水を人れ、 新を燃やし沸勝させる。i大iこが1，脱したお湯

にフクギの皮を投入 して煮込む。

写真111-21

写真[IJ-22 
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作1や糸に色をlとぷ}させる 3つの工際l立、以下のとおりであ

る。

写山111'23-25は、プグギのJJi.の!約 |ーのみに泣し、染色を

行う L院である。下町iは布をフクギのJJi.のllH汁に泣し、絞っ

て空気に触れさぜる。

hh 

• ， 

写山III'25 

写真田.24

J 

'与.!.'im'2o-30は、IEIiI-とj火.汁に交互に設し染色を行う工

院であるω~f:J閣はイH をアタギの伎の!ì!U Iー に泣- し絞って空気に

触れさせた後、以nに以し絞って空気に触れさせる。この工

程を:0:1到する色に必るまで繰り返 し行う。

'手点m・30 写J.'，c1fI'29 

写真111.31-33は、 trrli'卜と灰f卜を加えたj見合i伎に民し央色

する工程である。イliをフクギのl支のIi!(汁とJ:R.i十を:拠ぜた混合

i夜に浸し絞って、空気に触れさせるという手順で行う。

'fj:μlLI・31

h -F 

写真111'33

:写山Gm'32

J 
以後、フクギの皮のliflilのみに沿し染色を行うみT去をパタ

ーン 1、符られた@i!-と灰nに別々にち』し染色する方法をパ

ターン 2、得られた!!lmと灰汁を加えた出合i伎に説し染色す

る方法をハターン 3として，悦IYIを行う。

5.布の染色実験

衣装の染色方法については、 I1H き J l)( り 'IN~~! と伐されている

染め織物から伝統色を特定するため、 以下のブyrt~で実験を行

った。多良1111，1;:，に作.7fするフクギから1支を採取したの採取し

た皮 6kgを 1000Cのお財に投入した。投入後 30分、 111ifll日、

211初旬、 311寺110ごとのJEUI'を保i政した。氏nにはイグジィの灰

を用いた。 灰と水の体制;I~I合を 1 : 2のJj).‘介と 1:3の場合に

分け、 i賞作して 5t:11I1lJ.出町 した。次に各l時1111別に採取したフ

クギの煎汁と、 l天と水の体制;I~I合が 1 : 2 の灰fI' lえび 1:3 の

灰iI"をそれぞれ混ぜ、合JI・8!1f!傾のiJ~合械を作った。 同時に

pHメータと Duotest、滋ボーメ，11・をmいて作11年間別に採取し

た煎じ液と、体制;YII合見11の灰rl'の pHflfiとボーメ比，立を測定

したe

聞き取り調資からí~~られた 3 つの染色);"1.去によ~づき、 染色を行

うためのパターンの手順をポすと、以ドのようになる。まず、バター
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ン1では各時間別に採取したフクギの1えの!ii!i卜4つのサンフコルを

使用したの 次にパターン 2では、各!時IIII¥)IJに保l臥したフクギの皮

の!lir汁と、灰と水の体制割合5)IJの灰tl・1:2の・リ・ンフノレ4つ、1:3 

のサンプノレ4つ、合計-8つのサンプルを使JIJした。!1!に、パターン

3では、各U寺1m別に採取したフクギの1支のlI!ii卜と、阪と水の体制

割合が 1:2及び 1:3の灰f十をそれぞれ出ぜ、作成したiI言合法の

合計8つのサンプルを使用したe

以上の材料を用いて、聞き取り捌脊にMiづき、ギ'ri!ニ色を定，げさ

せる 3つの方法(パターン)を実・行した。ィiiの染色同数は、 3つの

染色工程の時間ごとに、指→浸すー絞りの工粍をそれぞれ 3阿

ずつ繰り返し行った。

6_フクギの皮の煎汁と灰汁の pH値とボーメ比誼の測定結果

pH値とボーメ比重を測定した結栄:は、以 トのとおりである。

①ブクギの皮を 30分煮込んだ所(j十の pH111'(ば 5.49、，j{ーメ比

mは2_D

@プクギの皮を 1f時間煮込んだil!UI・の pH111'(は5.30、ij{ーメ比

重は 2.8

③フクギの皮を21時間投込んだ!i1Ulの pH111'(は 4 .85 、 Îf~ーメl七

重は 3.0

@プクギの皮を3時間煮込んだ111Ut-の pH111'(は4.87、ポーメl七

前は 3.1

@Jjミと水の{本積割合が 1:2の灰rl-の pHIliU"t 10.5、ボーメi七

車は4.0

@D(と水の体積割合が 1:3の灰汁の pH111'(は 10.5、ボーメ上ヒ

~I!は 4 .0

7.布を染色した結果

1)煎汁のみでの染色

《伎を煮込む時間》

30分 1 UキH:J 2 lI~i'I ::J 311年I/lJ

7-・:Q:凹-34

写真m'34は、フクギの皮の!I!Ul'のらに 31"1ずつUし、

決色を行った結果で‘ある。フクギの1支の!i[mにのみ鼠すと 色

はあま り定着しなかった。 f文をli:込むH年川のi主いによる色の

変化はあま り見 られなかった。

2)灰 と水の体積割合 1: 2と1: 3での染色

《皮を:{?:込むn寺HfI>)

30分 1 U/i'I::J 211年IIlJ 311年日1/

(上)灰と水の体積割合 1:2 (下) 1ズと水の{本部仰l合 1:3 

写真 1J1-35

写真rrr-35は、煎nとJ:k}十に交瓦に 31日lずつ泣し、染色を

行った結果である。灰と水の体制割合 1:2のプiが、灰とノkの体

制割合 1:3 よりも 、 皮を-:fi:込む1I，~' II[jの j主いによる色の変化が凡

られた。つまり 、灰と水の体制抑!介 1:3よりむ 1:2の)jが、色が

濃く出ている。

3) M7iーと灰汁の混合液での染色

4皮を煮込む時間》

30分 11侍1m 211年1111 3時r::J

(上)灰と水の体積書'1合 1:2 (ド) 阪と7l<の体，fi~~，'I'1令 1 :3 

すl正f[J-36

~~ 1ll -36 は 、 m!汁と灰71ーを加えた出合iíU:こ 3 阿ずつらt し 、

染色を行った結果である。灰と水の体制'，lill合 1:3よりも 1:2方

が、色が濃く出ている。皮を煮込む時HIJの泌いによる色の変化
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はあまり見られなかった。

8.染色実験のまとめ

フクギの皮の煎汁のみに浸し、染色を行う方法よりも、煎汁

とliR.i十に別々に浸し染色する方法(写真111'35)と、煎汁と灰

汁を加えた混合液に浸し染色する方法のjjが、それぞれ色が

濃く出た。

次に、フクギの皮を 30分煮込んだ煎11'で染色を行ったとき、各

条件の中で特に色が簿く出た。逆にフクギの皮を2時間煮込んだ

煎汁で染色を行ったとき、 13i色が漉くU.lた。

灰の割合別に見ると、灰と水の体制割合 1:3よりも 1:2の方が、

色が濃く出た。

更に、染色方法別にみると、煎汁と灰汁に別々に浸し染色す

る方法では、皮を煮込む時間の遭いによる色の遣が大きく見られ

た。一方、煎汁と灰il.を加えたm合械にほし染色する方法では、

皮を煮込む時間の違いによる色の差は、あまり凡られなかった。

1番色が濃く定着したのは、次のような条fll:と方法のときであっ

た。

フクギの皮を煮込む時聞は 2 時1111。フクギの皮のJI~nの pH

依は 4.85、ボーメ比重は 3.0。灰と水の体制御l合は 1:2。

そのときの pHfl在は 10ムボーメ比jf(は 4.0。フクギの皮の

煎f十と灰汁を別々に浸す染色方法のとき。

W 結論

本研究では、多良間島の「八月踊り j で使われる衣装の伝

統的な染色方法や材料となる染料航物について、聞き取り調

査を行い、これらの情報に基づいて布の染色実験を行った。

現在の多良間島の「八月踊り Jでは、化学染料で染められ

た既製品が使われているが、背は島内の政木で染色した衣装

が使用されていた。当時、染料として利JfIされていた植物は、

フクギ、テリハボク、ヘチマ、シャリンパイ、ヤエヤマアオ

キなどで、その中でも特にフクギが黄色染料として多く使わ

れていた。 I八月踊り j の衣装の中でも、袴、羽織、風呂敷、

旗などが染料髄物で染められていた。『多良間村史~(民俗編)

には、フクギの利用方法について、染色の際に石灰を使用してい

たことが記されている。しかし、島民からの聞き取りによると、石灰

よりも木灰をよく利用していたことが分かった。

フクギを利用しての染色工程は、材料の係取、材料の煮込

み時間と方法、布や糸に色を定狩させる方法に大きくわける

ことができる。材料の採取はフクギの斡をハンマーなどで叩

き、皮を剥ぐという方法で行っていた。採取した材料は、大

きな鍋に入れて薪で煮込むが、その煮込む時間は決まってい

なかったという。

布や糸に色を定着させるには、大きく 3つの方法があった。

①煮込んで得られた煎汁のみに浸し染色する方法。②煎f十と

灰汁に別々に浸し染色する方法。 @t削1・と灰汁を加えた混合

i伎に浸し染色する方法など。

布を染色した結果を時間別に見ると、フクギの皮を 30分煮

込んだ汁を使用したものが、各条件の ~t] で特に色が締く、 2

時間の場合が各条件の中で 1番色が濃かった。染色方法別に

見ると、フクギの皮の煎汁と灰汁を別々に浸す方法で行った

時、色の定着が時間ごとにより遣が仕!た。フクギのtI1(i十と灰

汁の混合液に浸した方法では、皮の煮込む11年間の違いによる

色の差は大きく見られなかった。また、ブクギの皮の煎汁に

のみ浸すよりも、灰汁を使用した場合の方が色が濃く出た。

灰と水の体積割合が 1:2と1:3での色の差は、 1:2の方が

濃く発色した。

染色実験を行った結果、一番色が濃く定消した条件は、次

の通りであった。皮を煮込む時間が 2時111)、フクギの皮の煎

汁の pH値が 4.85、ポーメ比重が 3.0、灰と水の体積割合が

1: 2の時 (pH10.o、ボーメ比jf(4.0>、フクギの皮の煎汁と

灰汁を別々に浸して染色する方法であった。これらの実験結果

から、以前のf八月踊りJの衣装は、上記の条件に近い方法で染

色されていた可能性が高L吃判定された。

現在、『八月踊りjで使われてL、る衣袋は、化学染料で染められ

た既製品がほとんどである。以前は、多良1111ぬで探取できる植物

の染料で染色していた。その色合いは、化学染料よりも植物染料

の方が色艶もよかったとb、う。「八月踊りJの:l:~な色は黄色である。

この色を伝統的な島の染色伎術で再現し生かすことこそ、島の伝

統文化の~の価値を高めることになると担、う。
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